平成２３年度　南庄内緩和ケア推進協議会　　地域連携ＷＧ

開催報告　提出用紙

開催から２Ｗ以内の提出をお願いします。提出先：鶴岡協立病院　地域医療連携室


 　　　　　　　　　　　　　　 E-mail:　caramel@turuoka-kyoritu-hp.or.jp 
	報告者
	鶴岡協立病院　　　　　氏名：瀬尾利加子　　　　　　　　　　

	会の名称
	第４回　南庄内栄養と食を考える会

テーマ「ソフト食を体験しよう・水トロミを作って試飲」

	開催日時
	平成24年2月24日（金）18：30～20：00

	開催会場
	にこふる　大会議室・調理実習室

	参加者状況
	参加者　75名
	
	

	
	栄養士　22名（管理栄養士7）、調理師　28名、ケアマネ　7名、介護員　4名（介護福祉士含む）、看護師　6名、歯科医師　1名、歯科衛生士4名、その他　3名


アンケート結果（回収44枚　回収率59％）
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· ソフト食を始めた所だったので、勉強になるとおもったから。

· どのくらいのやわらかさかを知りたかった。

· ソフト食、とろみ茶を試飲してみたかった

· 実食が出来るとのことで、体験したかった

· 自分の口腔を使って、飲みこみを体験したかった。味付けなども知りたかった

[image: image3.png]H#EBE CTOXE ERIZ OV TORA

AR

1t

flifiE & DIEHEEVTE

HEDECET AEBREEN R
EETOEEIOWV TOMEKE BB TR DS ER

FIRERROBE, RBRAFOHEN dRD (ERFD PR





· 義歯を入れた時の食事の注意点

· 介護職のバリエーションをもっと知りたい

· ３食ソフト食を提供したいが、時間がない、人員不足のため対応が難しい

· 在宅での嚥下食は嫌だと指示を守らない方がいます。実践してもらえるような対応をどうすればいいか

· むせや、嚥下障害の人への対応。食のことにも目を向けたい
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· どんどん広げて行って欲しい。自分も参加できることからしていきたい

· 　

食形態パンフについてご意見やご要望

1. 病院から退院する際に病院の食形態と施設側の食形態が一致しない為、受入時の食事提供についての情報収集がかなりの労力を必要とする（大体が電話や他職種が面会や、退院時のサマリを聞いてくるため、又病院側栄養士に問合せを入れる事が多い）。本来であれば、その場に出向き状態確認をするのだが施設に一人職種であるため、時間作りが難しい。そのため、ある程度のモデルとなるものがあれば、施設内での食形態についても参考になるし、病院退院後の情報収集も楽になると思うので、ぜひ行っていただきたい。

2. わかりやすくて良いと思います。

3. 印刷で紹介される、口頭で話をされるより図入りは良かったです。今後研修等あった時に紹介されればありがたいです。
4. パンフレット大変興味深いです。もっと知りたい人が多いと思います。（施設職員など）

5. 荘内病院の形状を知ることが出来て良かった。

6. 患者家族や自分たちの仕事をする上でも、役立つのでとてもよいと思います。

7. 他の院所さんや施設さんの形態を知る機会が少ないので、参加出来ればと思う。

8. 色々な種類があって検討しやすいと思った

9. 流動食の種類が多くて、患者さんに合った品を探すのが大変だと思いました。

10. 病院、施設、在宅　どこでも同じような食形態が望ましいと思います。

11. 前から、こういったパンフレットがあると施設での食形態選択時もスムーズに行えるのではないかと思います。大変助かります。

12. 職場で回覧したいと思う。

13. 大変参考になります。

14. 他の食材を使ったレシピがあったらと思う。（食材別の注意点など）

15. とてもカラーで見やすく、ためになるパンフレットだと思いました。

本日の学習会の感想やご意見をお願いします

1. 非常に参考にさせていただきました。現在一人だけソフト食提供の方がいらっしゃるのですが、他の食形態の方や嗜好の問題での別対応者がいるため、市販品を使っていたのですが、これから手軽に取り組めそうです。

2. ソフト食を作るのがとても大変だと思いました。

3. 家族がソフト食、とろみ食を使用しているので、大変参考になった。

4. 施設で今後ソフト食をどうしていくか検討したいと思いました。

5. 勉強になりました。

6. いろんな方と知り合いになって良かった

7. 家族の為に作ることの不安から、安心して作れるように少しは自信が付きました

8. ソフト食実際に作ったり、食べたりと利用者さんもこのような食事を食べるのかと勉強になりました。又、水トロミ作りも大変興味深かったです。トロメリンが３種類の中で美味しかったです。

9. 実食をしてみたら、予想以上に抵抗なく、食べることが出来ました。（美味しかったです）日常業務でもとろみ剤の使用など積極的に進めて行きたいと思いました。とろみ剤を使用拒否している方には、レシピやサンプルを使っていきたいと思います。

10. ソフト食の作り方がみられて良かった。参考にしたい。

11. 今まで、ソフト食はあまり美味しくないものだと思っていましたが、実際調理して試食してみたらとても美味しくいことに感動しました。ぜひ他の利用者さんに教えたいと思います。

12. 試食することがないので、とても参考になった。

13. 在宅で、このようなソフト食ができるのか、どう支援していくのか課題だと思います。

14. 他施設などとお話しをすることで、情報がもらえて良かった。また交流できるような場を開いてほしい。

15. 当施設のソフト食とは形も作り方も違っていたので、ソフト食といっても違いが大きいと感じました。

16. 調理実習と施設で食べやすさと感じがよくわかって良かった

17. ソフト食に携わりはじめたばかりだったので、これからに活かしていきたいと思った。参加でき良かった。

18. 自分はまだ、ソフト食に携わっていないので、とても勉強になりました。

19. とろみ粉の使い方、とろみ食の作り方を勉強させてもらい、あらためて興味がわきました。

20. ソフト食をつくるのは初めての体験だったので、勉強になった。

21. 在宅復帰する利用者さんに対しての説明を簡単に、負担ない指導につなげられる気がした。

22. 調理師も気軽に参加できる内容だったので、もっとこういった研修会を開催してほしい

23. 調理実習が楽しかった。ソフト食について理解できた。

24. 家族の介護が始まる前に、参加できて大変良かったと思います。

25. 班をあらかじめ作っておいてもらえると、もう少し交流、意見交換する時間があったかな。

26. 自宅でも簡単に出来そうな感じ。良い研修会でした。

27. 情報がもらえて本当に良かった

28. 老老介護では作ることは中々難しく、レトルト（ソフト食）を使いがちです。実際食べると自宅で作ったものはとても美味しかったです。

29. このような形での食形態を検討していたので、とても勉強になりました。

30. とてもためになる会で勉強になりました。

今後の学習会テーマのご要望をお聞かせください

1. 食事に興味を示さない方への食事、食欲増進法などありましたら教えていただきたいです。

2. 各施設の介護食が統一出来れば調理師、栄養士、施設利用者にとって、とても心強いと思います。情報交換できる場があるだけでも勉強になります。介護食、現場の話が聞けて勉強になりました。学習会テーマの要望は何でもＯＫです。

3. 違ったとろみ食やデザートなどの作り方、商品の紹介、説明など

4. 病院の医療食についての学習会をやってほしい

5. 栄養士と調理師が一緒に参加できる研修会の開催をお願いします。勉強になりました。ありがとうございました。

6. 今回の学習会はとてもよかったので、施設間の違いなど分かると良かったと思います。今後ぜひやってください。
